
【1日目】学術大会

日程：2025年11月8日（土）

場所：大阪韓国教育院

受付：9時より開始

討論者 討論者 討論者

오문경・민혜영・이상미（成均館大

学校・敬仁女子大学校・敬仁女子大

学校）

曹永宝・李範根（目白大学）
趙銀淑（延世大学校言語情報研究

院）

한글학교 다문화 배경 학생을 위한 
한국어 수업 방안-늘봄학교 음악 프
로그램과의 연계를 중심으로-

일본어권 학습자의 한국어 경음·격
음 발음 실현 양상 연구

교착어인 한국어, 일본어, 튀르키예
어 표현의 경향성-단수 표현과 복수
표현을 중심으로-

高柳有希（比治山大学現代文化学

部）
金アラン（上智大学）

吉岡知輝（慶應義塾大学大学院社会

学研究科）
日本語・日本文化研修にバディ学生

として参加した日本人学生の韓国観

に関する一考察

비즈니스 한국어 교재의 경어 사용 
분석

‘문해력 저하’ 언설과 한자 
-네이버뉴스에 나타난 '불통'에피소
드에 주목하여-

김희경（成均館大学校） 沈智炫（長崎県立大学） 李澤熊（名古屋大学）

다문화 배경 학생을 위한 그림책 활
용 한국어 수업 연구

ICTハイブリッド語彙学習モデルの

効果検証

일본인 한국어 학습자를 위한 한국
어 유의어 분석－‘～줄 알았는데’와 
‘～고 생각했는데’의 비교－

11:30-13:00

13:00-15:00

15:00-15:15

昼食

【開会式】  (教室：5階大ホール)
司会：徐寅錫先生　大会運営委員長

挨拶：文嬉眞 会長
祝辞： 魚曉眞 大阪韓国教育院長

祝辞：金明弘 在日本大韓民国民団大阪府地方本部団長

【基調講演】(教室：5階大ホール)
司会：李銀淑 大会準備委員長

講師：張素媛 教授(ソウル大学校)

「응용언어학으로서의 외국어 교육 그리고 한국어」

休憩および移動

11:00-11:30 3
崔文姫

（中京大学）
９

朱炫姝

（福岡大学）

10:30-11:00 2
印省熙

（早稲田大学ほ

か）

８
曹永宝

（目白大学）

崔壯源

（国際教養大学）
13

柳朱燕

（愛知淑徳大学）

趙銀淑

（延世大学校言語

情報研究院）

15
오문경

（成均館大学校）

14

第16回 日本韓国語教育学会 学術大会 タイムテーブル

「日本における韓国語教育の多層的展開－外国語教育と継承語教育の接点を探る－」

「일본에 있어서의 한국어 교육의 다층적 전개-외국어 교육과 계승어 교육의 접점을 찾다」

　   　  分科テーマ

発表時間

【第1分科】
継承語と地域社会の韓国語教育

(会場：4階①教室)

【第2分科】
教材開発と教育実践の新展開

(会場：4階②教室)

【第3分科】
言語対照研究と文化理解

(会場：3階①教室)

司会：酒勾康裕（近畿大学） 司会：金世徳（大阪観光大学） 司会：徐寅錫（目白大学）

10:00-10:30 1
高柳有希

（比治山大学現代

文化学部）

７



【1日目】学術大会

日程：2025年11月8日（土）

場所：大阪韓国教育院

第16回 日本韓国語教育学会 学術大会 タイムテーブル

「日本における韓国語教育の多層的展開－外国語教育と継承語教育の接点を探る－」

「일본에 있어서의 한국어 교육의 다층적 전개-외국어 교육과 계승어 교육의 접점을 찾다」

討論者 討論者 討論者

李幸宣（松山大学経済学部） 水野俊平（北海商科大学） 張惠英（立命館大学経営学部）

일본 에히메 지역 주민을 대상으로 
한 한국 문화 수업 실천 사례 연구 – 
설화 콘텐츠를 중심으로

韓国語教育における会話型AI・キャ

ラクターチャット活用試案

「反日映画」は「国策」か：韓国映

画史の再検討

武村英剛（民団函館ハングル学校）
閔惠庚・朴爽娥・申旻哲（釜山外国

語大学校・ランス韓国語研究所・釜

山外国語大学校）

閔ソラ（名古屋商科大学ほか）

韓国をルーツとする発達障碍児のた

めの継承語教育論考

한국어 단기 연수와 에듀테크 융합 
교육 사례 연구-일본인 단기 연수생
을 대상으로-

韓国語と日本語における推測を表す

表現の対応関係の一様相—박완서著
『그 많던 싱아는 누가 다 먹었을
까』『그 산이 정말 거기 있었을
까』を事例に—

李銀淑・沈智炫・李賢娥・康龍子

（大阪女学院大学・長崎県立大学・

京都文教小学校・建国中高等学校）

朴鍾厚・全相律・岡村佳奈（同志社

大学・神田外語大学・亜細亜大学）

金南貞（東西大学校International 

College）

「韓国語学習教材」に関する保護者

の意識調査—日本在住の韓国にルー

ツを持つ家庭を中心に—

일본 대학에서 비전공 한국어 학습
자의 현황과 추이: 2025년 설문조사 
결과를 중심으로

로컬리티 기반 액티브 러닝 한국 문
화 수업의 교육적 효과: 외국인 유학
생의 문화 이해와 지역 적응을 중심
으로

17:00-17:45

1８:00-20:30

【2日目】ワークショップ

日程：2025年11月9日（日）

場所：大阪韓国教育院 （会場：3階①教室）

司会：李銀淑先生（大阪女学院大学）

10:00-11:30

11:30-11:40

11:40-12:40

Nicola Fraschini

（The University 

of Melbourne）

【閉会式】(教室：5階大ホール)
司会：徐寅錫 大会運営委員長

挨拶：文嬉眞 会長

【総会】(教室：5階大ホール)
司会：柳朱燕 総務理事

【懇親会】
大阪韓国教育院周辺予定

【ワークショップ１】

「한국문화를 가르치는 새로운 길 : 경험・참여・소통」

講師：金智衡 教授（慶熙サイバー大学校）

1816:15-16:45 6
金永鍾

（金沢大学）
12

陳慶智

（台湾国立政治大

学）

16
李範根

（目白大学）

15:45-16:15 5
金アラン

（上智大学）
11

申貞恩

（筑波大学）
17

李淑炫

（桜美林大学）

15:15-15:45 4
木下奈津紀

（佐賀女子

短期大学）

10
金珉秀

（東海大学）

　   　  分科テーマ

発表時間

【第1分科】
継承語と地域社会の韓国語教育

(会場：4階①教室)

【第2分科】
教材開発と教育実践の新展開

(会場：4階②教室)

【第3分科】
言語対照研究と文化理解

(会場：3階①教室)

司会：鄭鍾熙（立命館アジア太平洋大学） 司会：李澤熊（名古屋大学） 司会：崔壯源（国際教養大学）

休憩
【ワークショップ２】

「한국어 교육의 뿌리와 결 : 문자, 문법, 그리고 말의 울림」

講師：김슬옹（世宗国語文化院長）・김두루한（참배움研究所長）・성낙수（韓国教員大学校名誉教授・前외솔学会長）


